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要約 

2020 年の新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、観光客が地域へ訪れることが困難な状況の

中で生まれた、地域の食材・地域の魅力を自宅へ届ける新サービス「＃旅するおうち時間」に

着目し、概要と効果を明らかにした。熊本県球麿郡五木村の株式会社日添が開発し、全国の 6 
地域と連携し、特定の時間に堪能する商材が 6 日間連続で届けられた。併せて、商材の紹介・

食べ方、地域の風景などの動画を送付し、現地とのオンラインでの交流会が設けられることに

より、自宅にいながら、地域の魅力に触れ、地域のアクターとの交流が実現した。地域の商品

の売上向上に加え、地域に滞在することなく、地域に触れ、地域の魅力を体感し、訪問可能な

時に再訪する新時代型の観光モデルの可能性が提示された。 

キーワード：地域資源、地域活性化、観光、関係人口 

1. 背景と課題認識 

日本の観光業は市場規模が拡大し続け、近年「観光 

概念に革命が起きつつある」(小長谷ら、2012)。マス

ツーリズムと呼ばれる画一的な観光商品による団体旅

行で有名な観光名所を巡るパッケージ型の旅行が 一般

的であったが「ニューツーリズム」や「着地型観 光」

と呼ばれる新たな観光の概念が普及し始めている。ニュ

ーツーリズムは「観光資源として気づかれな かった地

域固有の資源を活用し、体験型・交流型の要 素を取り

入れた旅行の形態」である(小長谷ら、2012)。着地

型観光は「地域住民が主体となって観光資源を 発

掘、プログラム化し、旅行商品としてマーケットへ 発

信・集客を行う観光事業への一連の取り組み」(尾 

家ら 2008)で、地域活性化策の一つとして着目されて

いる。観光の分野とした研究領域では「食や食文化」 

をテーマとした研究が近年増加している(安田 2012)。
食に関連して、地域の特徴ある食や食文化を楽しむ 

フードツーリズムがある。フードツーリズムは、「食 を

観光動機とする観光行動であり，食文化を観光ア トラク

ションとする観光事業」(尾家、2010)と定義さ れる。関

連領域として「いかに食材を選択し、料理し、給仕し、美

味な食を楽しむかの術」のガストロノミー が着目されて

いる。 

また、観光庁(2020)によると、2019 年の国内旅行

消費額は 21.9 兆円(前年比 7.1％増)である。内訳は、

日本人国内旅行消費額のうち宿泊旅行消費額が 17 
兆 1,560 億円(前年比 8.6％増)、日帰り旅行消費額が4 
兆 7,752 億円(前年比 2.0％増)、訪日外国人の旅行消

費額が 4.8 兆円である(図 1 参照)。 

 



図１ 国内旅行消費額 の食品製造・加工・流通などを営む事業者、および地 

域全体への価値を明らかにする。 

２．「＃旅するおうち時間」 

「＃旅するおうち時間」は、株式会社日添が企画・

開発し、販売された。コンセプトは「旅先が、おうち時

間におじゃまします。外出自粛の影響で、ゴールデンウィ

ークの旅行がなくなり、おうちで過ごすことになったあな

たへ。少しでもおうち時間を楽しんで欲しいので、6 つの

旅先から、とっておきのおうち時間を過ごすためのお

くりものを届けます」1) である。 

観光庁（2020） 

訪日外国人の旅行消費額は 8 年間で約 8 倍に拡大

した、訪日外国人旅行者数は、2013 年(平成 25 年)以
降、6 年連続で過去最高を更新し続け、2018 年(平成

30 年)には 3,119 万人と、2012 年(平成24 年)の836 
万人の 3.7 倍にまで拡大した(表 1 参照)。 

図２ 旅するおうち時間 

表 1 旅行消費額の推移について 

単位：兆円 

「＃旅するおうち時間」HP1)より 

観光庁（2020） 
商品は 30,000 円(送料込み)、販売期間は 4 月 18 

日から 22 日、販売個数は 100 セットを予定したが、

完売により個数と申込期間を延長し、400 セットを 4 
月 27 日までの期間で販売し、5 月 1 日から 5 月 6 日 

までの 6 日間で異なる 6 つの地域から商品が送付さ 

れた(表 2 参照)。 

しかしながら、2020 年には、新型コロナウィルス

(COVID-19)が国内で感染拡大し、政府より「緊急事

態宣言」が発令された。その結果地域への観光客は激減

した。特に、5 月の大型連休のゴールデンウィーク

は、観光地は多くの旅行客が訪れる繁忙期だが、現地

の地域への訪問が不可能な状況である。 

本論文では、熊本県球麿郡五木村の株式会社日添

が開発した新サービスの「＃旅するおうち時間」に着

目する。自社以外の別の地域と協働し、地域の商品を 

日替わりで届け、地域の特徴・魅力を伝える新たな取 

り組みである。新型コロナウィルスの感染拡大に伴

い、観光による地域への訪問が不可能になった消費

者に対する代替新サービスがもたらす価値と、地域 

表 2 「＃旅するおうち時間」商品概要 

筆者作成 

商品 ＃旅するおうち時間 

販売元 株式会社日添 

価格 30,000円（送料込） 

販売期間 4月18日から22日（27日まで延期） 

販売個数 100セット（400セットへ増加） 

送付方法 郵送で5月1日から5月6日まで毎日 

広報 
HP、ブログ、SNS、口コミ、マスコミに

よる取材など 

 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 

日本人国内宿泊旅行 14.8 15.0 15.4 13.9 15.8 16.0 16.1 15.8 17.2 

日本人国内日帰り旅行 5.0 4.4 4.8 4.5 4.6 4.9 5.0 4.7 4.8 

日本人海外旅行（国内分） 1.2 1.3 1.2 1.1 1.0 1.1 1.2 1.1 1.2 

訪日外国人旅行 0.8 1.1 1.4 2.0 3.5 3.7 4.4 4.5 4.8 

合計 21.8 21.8 22.8 21.6 24.8 25.8 26.7 26.1 27.9 

 



(1)株式会社日添について 

株式会社日添は「そこにある価値を引き出して地

域に“日”を添えていきたい」をコンセプトとし、

2018 年 10 月に設立された。所在地は熊本県球麿郡

五木村で、役員は代表取締役日野正基２)と取締役土

屋望生 3)である。事業は「活かす」「つなぐ」「つく

る」「たべる」の 4 つを中心に展開され、地域活性

化に向けたまちづくり、移住定住促進や、企業と事業

者と若者をつなぐ取組み、広報・デザイン・動画作成

や、観光客や地域の村人が集うカフェ(CAFÉ みなも

と)の運営や、地域の食育活動や商品開発の支援を実

施している。 

め、活動縮小が余儀なくされた。多くの日本中の消費者

にとっても、5 月の大型連休は自宅で過ごす状況とな

った。この状況を打破するため、地域に実際に訪れる代

替案として商品が開発された。全国の 5 地域の仲間と協

働し、地域の商品を自宅に届け、自宅で過ごす自宅の時

間の中で、地域に滞在する体験をコンセプトに新サービ

スが開発された。具体的には、5 月1 日から 5 月 6 日の 

6 日間連続で、6 つの地域から商品が宅配された。地

域は、高知県四万十町、宮城県石巻市、三重県尾鷲市、

熊本県五木村、石川県七尾市、山口県巣坊大島町であ

る。 

地域ごとの商品は以下の通りである。5 月 1 日は、

高知県四万十町の「一般社団法人いなかパイプ 4)、株

式会社四万十ドラマ 5)」である。特徴は、おやつをテ

ーマとし、当該地域の「お茶」と「栗」を中心に製造さ

れた「お茶」や栗のお菓子、芋菓子である。5 月 2 日
は、宮城県石巻市の「一般社団法人フィッシャーマン

ジャパン 6)」を中心に地域の加工業者が連携した商

品が送付された。特徴は、夜ご飯をテーマとし、

「サバのフィレ、白魚、ホヤの刺身、クジラの炙り焼

き」である。5 月 3 日は、三重県尾鷲市の「株式会社 

(２)＃旅するおうち時間 

旅するおうち時間が生まれた背景は、新型コロナ

ウィルス(COVID-19)の感染拡大を受け、日本全体の

観光業や飲食業が影響を受け、客数が減少する厳し

い環境下に直面する中、熊本県球麿郡五木村におい

ても地域外からの訪問が実質的に不可能な状況とな

った。株式会社日添は、地域での様々な体験や、飲食を

通じて、地域の魅力を伝えることを生業とするた 

表 3 旅するおうち時間の商品詳細 

筆者作成 

 5月1日(金) 5月2日(土) 5月3日(日) 5月4日(月・祝) 5月5日(火・祝) 5月6日(水・祝) 

場所 高知県四万十町 宮城県石巻市 三重県尾鷲市 熊本県五木村 石川県七尾市 山口県周防大島町 

 
 
企業 

 

一般社団法人いなかパイ

プ 

株式会社四万十ドラマ 

 
一般社団法人フィッ 

シャーマンジャパン 

 
 
株式会社夢古道おわせ 

 

 
 
株式会社日添 

 

株式会社御祓川 

 
能登スタイルストア 

 
瀬戸内ジャムズガーデ 

ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
商品 

 

・しまんと緑茶・手摘

み１番茶「荒茶」・し

まんと緑茶・ほうじ 

茶・紅茶ペットボトル

３本・しまんと地栗ま

ん(10個入)・ジグリキ

ントン・塩キントン・

芋焼き菓子ひがしやま

(４枚入) 

 

・特大！骨なし！厳選金

華サバのフィレ（1 

枚）・春を告げる白魚 

（1パック）・海のパイ

ナップル ホヤのお刺身

（1パック）・歴史ある

捕鯨文化 くじらの炙り

焼き（1パック） 

 

・夢古道おわせお風呂

セット・尾鷲ヒノキ 

入浴木・ルームスプ 

レー hinokis・熊野古

道水 ミネラルウォー

ター・まぐろごはん 

炊込みごはんの素（尾

鷲金盛丸）・まぐろの

角煮（めでたいや）・

あつあつごはんに真鯛

みそ 極み（モクモク

しお学舎）・おにぎり

がぐっと旨くなる塩 

かつお（大瀬勇商 

店）・かつおくんせいか

つおくん・海の珍味キン

トキダイ 

・千花蜜（CAFÉみなも

と）・カフェみなもと

特製ホットケーキミッ

クス（CAFÉみなも 

と）・おから（五木と

うふ店）・豆乳（五木

とうふ店）・いつきの

お米（CAFÉみなも 

と）・山うにとうふオ

リジナル（五木屋本 

舗）・山うにとうふゆ

ず味（五木屋本舗）・

五木紅茶（松井製茶） 

 

・農家のパスタ三種・

のと珠州塩・まんでと

まと・能登牡蠣コン 

フィ・能登の赤なまこ

石けんmini（10g） 

 

・和製グレープフルー 

ツ「太陽のしずく」 

（ ワインカクテルにお

すすめ）・島のブラン

ド柑橘せとみ と瀬戸

内レモン（ワインカク

テルにおすすめ）・島

の完熟いちごドルチェ

ジャム・瀬戸内みかん

ドルチェマーマレー 

ド・島のオイルサー 

ディン 

 

 



夢古道おわせ 7)」から送付された。特徴は、お風呂時間

をテーマとし、入浴木や、ルームスプレー、ミネラルウ

ォーターに加え、現地の魚に関連して、マグロご飯炊き込

みご飯の素、真鯛みそなどである。5 月 4 日は、熊本県五

木村の「株式会社日添」から送付された。特徴は、おやつ

の時間をテーマとし、ホットケーキに関連したホットケ

ーキミックス、おから、蜂蜜や茶、現地のお米、豆乳など

である。5 月 5 日は、石川県七尾市の「株式会社御祓川 

8)、能登スタイルストア 9)」から送付された。商品の特

徴は、昼ご飯の時間をテーマとし、パスタやトマトソー

スに加え、能登の牡蠣のコンフィや、赤なまこの石鹼な

どである。5 月 6 日は、山口県周防大島町の「瀬戸内

ジャムズガーデン10)」から送付された。特徴はほろよ

いの時間をテーマとし、カクテルの材料としてのジャム

と、通常のジャム、オイルサーディンである。 

図３ おうち時間のおくりもの 

「＃旅するおうち時間」HP1)より 

② 地域の人と話せる「おうち時間でお話し会」 

商品到着の夜には、現地の人とのお話会が設けら

れた。司会役二名が、インターネットを活用した中継に

より、地域の人に約 1 時間生中継でインタビューを

行った。参加者もチャット機能を活用し、リアルタイム

に質問が実現し、司会者が仲介し、現地の人との質疑

応答が実現し、毎回約 40 人程度が参加した。 

(３)特徴 

「＃旅するおうち時間」の主な特徴は、まいにち届

く「おうち時間のおくりもの」、地域の人と話せる 

「おうち時間でおはなし会」、地域の絶景写真で「お 

うち時間で旅気分」である。 

図４ おうち時間でお話し会 

① まいにち届く「おうち時間のおくりもの」 

異なる時間帯の特別な時間を届けることをコンセ

プトに 6 日間連続で異なる地域から商品が定期配送

される。1 日の中の特定の時間帯が特別な時間に変

化し、通常の家庭生活とは異なる非日常の時間・機

会が提供される。 

具体的には、「あさごはんの時間」には、熊本県

五木村から「ホットケーキ」が届き、「ひるごはん

の時間」には、石川県七尾市から「パスタ」が届 

き、「おやつの時間」には、高知県四万十町からの 

「栗きんとん」が届き、「よるごはんの時間」に 

は、宮城県石巻市から「魚」が届き、「おふろの時

間」には、三重県尾鷲市から「お風呂セット」が届

き、「ほろよいの時間」には、山口県周防大島町か 

ら「カクテル(ジャム)」が届いた。 

「＃旅するおうち時間」HP1)より 

参加者は、現地の人から、商品や食べ方の詳細説

明や、当該地域の情報を知ることができた。地域の

生産者がその仕事に携わる背景や、地域の文化・歴

史などに触れることができ、現地で地域の人と交流

する疑似体験が実現した。そのことにより、地域の 

文化・産業、食材・商品、地域で働くアクターなど 

 



への理解が深まり、おうちに滞在しながら現地の人

とコミュニケーションをとり、現地の地域の理解を 

深める機会が提供された。 

３．地域・地域企業にとっての効果 

当該新サービスは、地域に滞在できない代替とし 

て、地域の商品を特別な時間が届けられるコンセプ 

トだが、地域のアクターとの交流や、地域の食材や風景

などの写真を届けることにより、観光に関連し、関係人口

を構築する効果が内包されている。関係人口 は「定住人

口でも交流人口でもない、地域や地域の 人々と多様にか

かわる者」(小田切、2018)と定義され、関係人口につ

いて「様々なライフスタイルやライフ ステージに合

わせて地域と多様に関わることができるため、定住

人口よりも気軽に地域と関わることができる」(大江

ら、2019)と効果が述べられ、近年「関係人口」の指標

が注目されている。国土交通省は「地域との関わりにつ

いてのアンケート」(三大都市圏の 関係人口)では 5 
項目に分類されている(表 2)。地域との関係を有する

には、地縁や血縁がない場合では、消費者が自らお金

を支払って観光に訪れるには「余暇型」「参加・交流

型」が該当する。 

③ 地域の絶景写真で「おうち時間で旅気分」 

毎日届けられる商品に加え、地域の絶景写真や、地

域の人による商品説明や食品調理方法などの動画が

送付された。 

図５ おうち時間で旅気分 

「＃旅するおうち時間」HP1)より 

表 5 また、それぞれの地域の観光パンフレットが同封

され、地域の人の自筆によるメッセージが添えられ

るなど、自宅にいて地域に触れ、地域の人の魅力を体感

できる工夫が施された。写真や動画を通じて、自宅に

いながら、いままで知らない・体験したことのない現地

の映像を通じて、地域の様子や商品に関する情報を

得ることができた。 

関係人口の類型化 

表４ おうち時間の動画について 

国土交通省国土政策局総合計画課(2020) 
より筆者作成 

従前、地域への観光では、旅行計画を立てるために、

調査・検索を実施し、現地に滞在し現地体験を通じ 

て、地域・商品について理解する。その上で、商品な 

どに愛着を有し、帰宅後に再度注文をする。一方、今 

回の旅するおうち時間は、今までに接点のなかった 

地域から、地域の商材と地域の体験動画・地域のアク     筆者作成 

日時 
5月1日

(金) 

5月2日

(土) 

5月3日

(日) 

5月4日

(月・祝) 

5月5日

(火・祝) 

5月6日

(水・祝) 

場所 
高知県四

万十町 

宮城県石

巻市 

三重県尾

鷲市 

熊本県五

木村 

石川県七

尾市 

山口県周

防大島町 
 
 
 
 
 
 
 
動画 

 

・おいし

いお茶の

淹れ方・

おいしい

栗スイー

ツの保存

方法・食

べ方 

 

・冷凍の

お魚から

つくる、

おいしい

お寿司の

握り方・

初心者歓

迎、魚の

さばき方 

 

・より香

りを楽し

むための

コツ・お

いしいお

つまみの

食べ方 

 

・ふわふ

わのホッ

トケーキ

の作り

方・おい

しい紅茶

の淹れ

方・おい

しいご飯

のおとも

の食べ方 

 

・こだわ

りぬいた

パスタの

食べ方・

牡蠣の一

番おいし

い食べ

方・赤な

まこせっ

けんって

何？美肌

うんちく 

・ジャム 

×ワイ

ン、おい

しい飲み

方・ジャ

ムへのこ

だわりお

いしい食

べ方 

 

類型 説明 

1 
 
地縁・血縁型 

帰省を含み、自分や家族の家、親戚の家などに 

滞在し、地域での飲食や趣味活動などを実施 

2 
 
余暇型 

地縁・血縁先以外において、地域での飲食や趣 味

活動等を実施。 

3 
 
参加・交流型 

地域の人との交流やイベント、体験プログラム等 に

参加 

4 
 
就労型 

地域においてテレワーク及び副業の実施、地元 企

業などにおける労働、農林水産業への従事 

5 
 
直接寄与型 

産業の創出、地域づくりプロジェクトの企画・運 

営、協力、地域づくり活動への参加等 

 



ことでよりパワフルな地域の動力源となる」 (尾家、

2012)と示されているが、本事例では、地域内ではな

く、日本の地域アクターが連携し、地域を超えて繋がる

ことで商品サービスの魅力向上につながり、全国の消費

者に届けることができ、その結果として各地域のファン

を創出することに繋がった。 

新型インフルエンザの影響を受け、各地域は危機

的な状況に陥る可能性があるが、このような環境だ

からこそ、地域における地域ならではの魅力的な商

品・商材・アクターたちの存在を消費者に届けること

で、アフターコロナのタイミングでは、日本全体で自分

たちが接した商材に再び会いにいくことが実現す

る。地域に滞在することなく、地域に触れ地域の魅力を

体感し、関係人口となり、訪問可能な時に再訪を促 

す新時代型の観光モデルの可能性が提示された。 

ターとの交流機会が先に届けられる。今まで滞在し

たことのない地域に愛着を持った状態で、後日地域

を訪れる機会を提供した点に特徴がある。今回の事

例では、関係人口の「余暇型」として、地域の飲食に関

して、地域の商材・食材が送られ、調理体験ができるこ

とに加え、夜の時間の交流会など「参加・交流型」のイベ

ントとして、地域の人と触れ合う体験プログラムの

参加の効果が得られる。 

また、本事例の特徴としては、1 つの地域、1 つの

事業者ではなく、全国の 6 つの事業者が連携した点

にも大きな特徴があると考えられる。特別なおうち

時間を、地域のとっておきの商材を届けるという共

通のコンセプトにより、地域によっては、通常はライ

バル企業の関係が、地域の魅力・地域の商品を消費者

に届ける共通の目的で、地域内の企業が協働して商

品を納入事例も確認され、地域全体の魅力を消費者

に届ける効果を果たした。さらに、地域にとっては 6 
つの地域が融合することにより、多くの消費者は、地

域に参加したことがない、新規顧客に該当する。地域

の事業者、地域にとっては、新規顧客との接点を有する

ことができ、さらに「おうち時間でお話し会」を通じ

て、直接消費者とコミュニケーションができる点が

特徴である。加工業者やインターネット通販の場合

は、最終顧客との接点は希少であり、顧客と関係構築が

できる点も一つの特徴である。 

【注】 

1 旅するおうち時間については、以下のホームページ参照 

https://hometime-to-travel.studio.design/ 2020 年 5 月 20 日 

アクセス 

2 日野正基氏：1987 年新潟県新潟市生まれ。大学在学中に中越 

地震の復興支援に携わり、2009 年、任意団体中越復興市民会 

議に参画。地方での起業支援、移住に関する研究、集落の計画 

づくりを行う。2018 年に熊本県球磨郡五木村に移住し株式会

社日添を創業。株式会社日添は以下の URL 参照

https://drive.media/posts/26301?fbclid=IwAR0tREK01jXK_ 

44GtmZjbjjkOxpjd-k4_D10XYKIuKQxdSfGXxO3lYoce1Q 

2020 年 5 月 1 日アクセス 

土屋望生氏：1993 年熊本県球磨郡五木村生まれ。大学時代卒

業後、2015 年に NPO 法人 ETIC.に就職。地域活性事業の事

務局、インターンシップ等のコーディネートを経験し、2018 年に

熊本県球磨郡五木村に U ターン就職。 

一般社団法人いなかパイプ:代表は佐々倉 玲於。高知県高岡 

４．おわりに 

本論文では、株式会社日添による新サービス「＃旅す

るおうち時間」の事例を考察し、概要と地域にもたら

す効果を明らかにした。 

地域への観光は不可能な状況の中、地域の魅力を

届けるために、地域が協働し、特別なおうち時間とし

て、地域の厳選された商品を届けることで、地域の魅力

を知り、地域のアクターとの緩やかな関係を構築で

きるサービスが提供された。「地域開発では多様なパ

ートナーシップとネットワークが必要で、地域の 

企業や事業者が緩やかに、あるいは堅固に結合する 

3 

4 

郡四万十町で、日本および世界の農山漁山におけるいなかビ 

ジネスづくりを支援し、仕事を増やしながら、都市に暮らす 

人と「いなか」に暮らす人々とが共に働く機会をつくり、 

代々受け継がれてきた「いなか」という地域を後世に受け継 
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